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はじめに
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授業内容

デジタル人材を目指す高校生に、社会とのつながりを知れるようなアカデミック

な授業（デジタルを活用）を展開デジタル数理分野への大学進学者の増加を目指

し、高校と大学が連携した授業を実施する
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タイムスケジュール

3限 13:00-14:30

テーマ：モーショングラフィックス

利用アプリ：AfterEffects
担当教員：小林　統(メディア文化コース)

4限 14:40-16:10

テーマ：UI/UXデザイン

利用アプリ：Figma
担当教員：山本　暢(メディア文化コース)
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コンテンツ制作ツールについて

近年、

Canva

Adobe Express

など、一般人が手軽に利用するツールが増えています。

それ以外にもAIツールも増えていますね。
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https://www.canva.com/
https://www.adobe.com/jp/express/


プロ用ツール

AIがどうなるかはまだよく見えませんが、現状プロ用ツールとして

Adobe Creative Cloud

があります。

Photoshop：画像編集

Illustrator：ベクターグラフィック編集

PremierePro：映像編集

AfterEffects：モーショングラフィックス編集
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https://www.adobe.com/jp/creativecloud.html


AfterEffects

今日は、モーショングラフィックスをAfterEffectsを使って学んでいきましょう。
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作業上の注意

見ての通り、本グラフィック演習室ではMacを利用しています。
クリエイティブ作業は、3D等の例外はありますが、Macを利用して仕事をしている人

が多いです。

デジタル人材を目指す高校生向け特別授業

8



モーショングラフィックス
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モーショングラフィックスとは

文字や図形、イラスト、ロゴなどの静止したデザイン要素に動きや音を加えて、情報

をダイナミックかつ分かりやすく伝える映像表現のことです。

円をモチーフにした作品をみてみましょう。

Circle | Motion Graphics(0:19)
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https://www.youtube.com/watch?v=ydk4dRwyaBA


モーショングラフィックスの起源

モーショングラフィックスのはじまりは、映画やテレビ番組のタイトルシークエ

ンスで使われた動く文字や背景演出だと言われています。20世紀中頃にアナログ

技術で作られていたタイトルデザインは、やがてデジタル技術の進歩により洗練

され、パソコンを使った本格的なデザイン制作へと発展しました。現在では、当

時では考えられなかった精巧なビジュアルやリアルな質感を、比較的低いコスト

で制作できるようになっています。

(引用)モーショングラフィックスとは？導入メリットや基本テクニック紹介
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https://www.dhw.ac.jp/now/list/howtobe/motiongraphics/


モーショングラフィックスの特徴

モーショングラフィックスの特徴は、動きを通じて視聴者の注意を集めやすいこ

とです。文字や図形が滑らかに動くことで理解を促進し、情報を印象的に記憶に

残す効果があります。特に、複雑なコンセプトや統計データなどをシンプルに視

覚化する際に強みを発揮し、短い時間でポイントを伝えられるのが利点です。ま

た、オシャレなグラフィックスを使うことで、洗練されたブランドイメージを打

ち出すことにもつながります。
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今日の課題

1コマ(90分)しかありませんが、モーショングラフィックスの制作を体験してみましょ

う。
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シェイプアニメーション

AfterEffectsには

シェイプレイヤー

という、図形を扱うのに特化した機能があります。

それを利用して、こんなものを作成してみましょう。

今日作るモーショングラフィックス
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https://www.youtube.com/watch?v=smW_GG4QiXg


シェイプレイヤー

図形を扱うのが得意です。

シェイプのパスを作成

シェイプの線や面に色をつける

パスに効果をつける

これだけでも様々な表現ができます。
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コンポジション

時間軸を持った作業する場所をAfterEffectsでは コンポジション といいます。

コンポジションの中にコンポジションを入れることで、複雑に見える表現が可能とな

ります。

これを 入れ子 といいます。
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レイヤー

横に時間軸、縦にレイヤーという概念で操作をしていきます。

上に置いたレイヤーが手前に見えます。

デジタル人材を目指す高校生向け特別授業

17



キーフレーム

時間軸においては

t1というタイミングでこの値

t2というタイミングでこの値

と指定すると、その間を自動で計算してくれます。
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作業工程

先ほどのモーショングラフィックスを制作した過程をスクリーンキャストにしています

が、簡単に見てみましょう。

作業工程動画(11:56)
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https://www.youtube.com/watch?v=WsQz4nXeZUc


作業にあたって

Ctrl + 左右矢印

で画面を切り替えることができます。

そのため、動画をフルスクリーン(左上の右丸アイコン)表示にすると便利かもしれませ

ん。

画面大きいので、1画面に二つ並べても構いません。
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終わった人は

学んだことから自由に作成してみましょう。

書き出して、AirDrop等で持って帰りたい人は、言ってください。
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